
 ２０２５年がスタートしました。茨城県高

等学校教職員組合では、４月１３日、オンラ

インで分会・専門部交流会を開催しました。 

 

給特法改正で給料減？ 

 政府・文部科学省は働き方改革の一環とし

て、給特法（公立の義務教育諸学校等の教育

職員の給与等に関する特別措置法）を改正し

ようとしています。現在、教育職員は、残業

代がつかない代わりに４％の教職調整額が支

給されています。昨年の夏には、２０２６年

から４％を一気に１３％にすること、学級担

任手当を創設することなどが、盛り込まれ、

教育職員の待遇が大きく改善すると期待され

ました。 

しかし、教職調整額については、２０２６

年から６年間かけて１％ずつ引き上げて、最

終的に１０％にすること、教諭に新しい職

「主務教諭」を設けて、現行の５級制から６

級制度とすること、義務教育教員特別手当を

削減すること、特別支援学校の教員には学級

担任手当を支給せず、「給料の調整額」を削

減することなど、一般教員の賃金が相対的に

下げられる中身となっています。長時間過密

労働は放置したまま、教員配置の改善はな

く、みかけだけの給特法

改悪の問題点と矛盾が明

らかになりつつありま

す。今の国会では廃案に

持ち込む取り組みが必要

です。 

 

４月から手当・休暇制度改正 

 ４月から、昨年１１月の茨城県当局と地公

労（茨城県高等学校教職員組合、茨城県職員

労働組合連合、茨城県教職員組合、自治労茨

城県本部の４団体で組織）交渉の合意によ

り、旅費・休暇制度が改正されました。 

 通勤手当の燃費基準の改定、雑費の改正が

なされます。６０キロ以上の通勤者の高速道

路の手当は半額から全額支給になります。 

 休暇制度では、家族看護休暇が孫まで対象

が広がり、子の学校行事参加でも使えるよう

になりました。 

 しかし、この制度変更が伝

えられている職場が少ないの

が課題となっています。 

 

人事関係 

 人事については、様々な課題があります。 

① 年度当初から未配置 

県南の特別支援学校では、年度当初に

７名の教職員の欠員がある状態でスター

トしたと報告されました。 

② 臨時的任用職員の配置 

臨時的任用職員の採用については、学

校長の裁量とされていますが、県央の特

別支援学校では、校長から臨時的任用職

員に対して不当な雇い止めが告げられ、

分会と障害児学校部、臨時教職員部で対

応して雇用が継続できたことが報告され

ました。 

③ 定年引上げ後の人事異動について 

２０２３年度末は定年退職がなく役職

定年のみでした。２０２４年度末は６１

歳を迎えた教職員が定年退職となりまし

た。２０２５年度末は、定年退職はあり

ません。高教組は、県教委に対して６０
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歳以降の人事異動ルールの見直しをする

場合には、協議を求めてきましたが、い

まだに協議は行われていません。高教組

は、「６０歳以降の教職員を含めグループ

異動対象年齢上限（５７歳未満）を適用

すること」を要求しています。 

 

部活動問題 

 多くの学校で、４月１日に部活動顧問が発

表されることが慣例となっています。 

 県南の高校では、新任者は、副顧問にする

という調整がなされている。県央の高校で

は、部活動顧問を兼任なしで４～６名つける

ことで、部活動指導の負担を減らすことをし

ているなどの報告がありました。 

 

９月に県知事選挙！ 
 茨城県の大井川知事、２期８年を勤め、９

月に県知事選挙が予定されています。 

 大井川知事の高校教育政策でおこなわれた

高校改革は大きく３つです。①中高一貫教育

学校の新設・拡大（３校から１３校）、②新

しいタイプの学校への新設・改編（友部高校

をＩＴ未来高校、つくば工科高校をつくばサ

イエンス高校）、結城第一、石下紫峰高校の

外国人特例の拡大、③太田一高定時制の募集

停止、結城一高と鬼怒商高の学校連携型キャ

ンパス制、明野高校普通科（募集停止）と真

壁高校普通科の機能統合です。 

 さらに民間人校長を、中高一貫校、ＩＴ未

来高校、つくばサイエンス高校に導入してき

ました。 

 新しいタイプの学校の改編では、つくばサ

イエンスでは、科学技術科２４０名のうち、

２年連続で定員の半数以下しか生徒が集まら

ず、６クラスのうち、３クラスを普通科に改

編するという事態となりました。 

 特別支援学校では、過大過密が進んでいま

す。鹿行地区の鹿島特別支援学校の過大、過

密を解消するため、神栖特別支援学校（仮

称）を２０２７年度に開校させる計画になり

ました。教職員配置の課題もありますが、住

民運動が県政を動かした成果ともいえます。 

 

 生徒に本当に必要とされている学校とはど

んな学校なのか、既存の高校を統合するだけ

でいいのかなど、意見を出し合い、学校に通

いやすい、楽しいと思える生徒を増やすこ

と、教職員が働きやすい学校づくりの政策が

実現できる県知事が求められます。 

 

 

手軽に挑戦レシピ NO.１ 

フライパンで卵焼き 

材料 

 たまご３個、さとう大さじ２、サラダ油 

作り方 

① たまご３個、さとう大さじ２を、さいば

しでよくかき混ぜる。 

② フライパンを温め、サラダ油を全体にし

く。 

③ ①を全体にしき、かたまってきたら、フ

ライ返しで半分に折り返す。 

④ さらにかたまってきたら、フライ返しで

裏返す。 

⑤ 中も固まってきたら、皿

に載せて、包丁で一口大

に切る。 
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お知らせ 

５月１日（木）茨城県中央メーデー（水戸） 

５月３日（土）憲法フェスティバル（水戸） 

５月３１日（土） 
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